
平成２７年（２０１５年）１月２５日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ８

この市議会だよりは、環境に配慮して古紙配合の再生紙と低VOCインキを使用しています。
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月
定
例
会
で
は
請
願
２
件
を
新
た
に
受
理
し
、
採
択
し
ま
し
た
。
陳
情
は

１２
２
件
を
受
理
し
、
全
議
員
及
び
執
行
機
関
に
陳
情
文
書
表
を
配
付
し
ま
し
た
。

　

採
択
し
た
請
願
の
請
願
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
請
願
は
、
意
見
書
欄
に
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
　

月
定
例
会
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
議

１２
案
、
市
民
の
皆
様
か
ら
出
さ
れ
た
請

願
等
に
つ
い
て
、
活
発
な
議
論
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
年
を
迎
え
、
気
持
ち
も
新
た
に
、

親
し
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
編
集

委
員
一
同
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

お
気
づ
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
議
会
事
務
局
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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我
が
国
の
労
働
者
は
、
そ
の
大
多

数
が
雇
用
関
係
の
も
と
で
働
い
て
い

ま
す
。
こ
の
雇
用
労
働
者
が
安
定
的

な
雇
用
の
も
と
で
安
心
し
て
働
く
こ

と
の
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

が
、
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
、
ひ
い
て

は
日
本
経
済
・
社
会
の
持
続
的
な
成

長
の
た
め
に
必
要
で
す
。

　

現
在
、
国
で
は
、
成
長
戦
略
の
中

で
解
雇
の
金
銭
解
決
制
度
や
ホ
ワ
イ

ト
カ
ラ
ー
・
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
の

導
入
、
限
定
正
社
員
制
度
の
普
及
、

労
働
者
派
遣
法
の
見
直
し
な
ど
と
い

っ
た
、
労
働
者
を
保
護
す
る
ル
ー
ル

意見書意見書意見書
　

意
見
書
と
は
、
地
方
公
共
団
体
の

公
共
の
利
益
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
議
会
と
し
て
の
意
思
を
意
見
と
し

て
ま
と
め
、
国
会
ま
た
は
関
係
行
政

庁
に
文
書
で
提
出
す
る
も
の
で
す
。

（
地
方
自
治
法
第　

条
）

９９
12月定例会では２件
の意見書を可決し、関
係機関へ送付しました。

（要旨）

の
見
直
し
な
ど
の
議
論
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
労
働
者
に
多
様

な
働
き
方
の
選
択
を
可
能
に
す
る
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
一
方
、
雇
用
を
不
安

定
に
し
、
国
民
生
活
の
安
定
や
経
済

の
好
循
環
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
な

ど
も
報
道
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
国
会
及
び

関
係
行
政
庁
に
対
し
、
次
の
事
項
を

強
く
要
望
し
ま
す
。

１　

労
働
者
派
遣
法
の
見
直
し
は
、

よ
り
安
定
し
た
直
接
雇
用
へ
の
誘
導

と
処
遇
改
善
に
向
け
た
制
度
を
整
備

す
る
こ
と
。

２　

雇
用
・
労
働
政
策
に
係
る
議
論

は
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
三
者
構
成
原
則
に
の

っ
と
っ
て
行
う
こ
と
。

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
経

済
再
生
担
当
大
臣
、
内
閣
府
特
命
担

当
大
臣
（
規
制
改
革
）
あ
て

 　

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構（
以

下
「
都
市
機
構
」
と
い
う
。）は
現
在
、

平
成　

年　

月　

日
の
独
立
行
政
法

２５

１２

２４

人
改
革
等
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

の
閣
議
決
定
に
基
づ
き
、
家
賃
改
定

都
市
再
生
機
構
の
現
行
の
家
賃

改
定
ル
ー
ル
の
見
直
し
に
対

し
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ

る
家
賃
制
度
を
求
め
る
意
見
書

ル
ー
ル
等
で
次
の
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
。
臼　

年
度
中
に
継
続
家
賃
の

２７

引
き
上
げ
幅
の
拡
大
、
改
定
周
期
の

短
縮
等
に
よ
り
家
賃
収
入
増
を
図
る

た
め
、
現
行
の
家
賃
改
定
ル
ー
ル
の

見
直
し
を
行
う
。
渦　

年
度
中
に
低

２６

所
得
高
齢
者
世
帯
等
に
対
す
る
家
賃

特
別
措
置
に
つ
い
て
、
公
費
実
施
を

検
討
し
結
論
を
得
る
。
嘘　

年
度
中

２６

に
収
益
性
が
低
い
団
地
の
統
廃
合
の

加
速
を
目
指
し
、
Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
ス

ト
ッ
ク
再
生
・
再
編
方
針
に
基
づ
く

具
体
的
な
実
施
計
画
を
策
定
す
る
。

　

都
市
機
構
は
そ
の
目
的
に
家
賃
収

入
の
最
大
化
、
団
地
の
収
益
力
向
上

と
資
産
の
圧
縮
を
掲
げ
、
団
地
居
住

者
の
居
住
の
安
定
と
都
市
機
構
が
果

た
す
べ
き
公
共
的
な
役
割
に
つ
い
て

の
配
慮
、
施
策
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
関
係
行
政

庁
に
対
し
、
次
の
事
項
を
実
現
す
る

よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

１　

都
市
機
構
が
、
居
住
者
の
置
か

れ
て
い
る
生
活
実
態
に
配
慮
し
、
家

賃
引
き
上
げ
幅
拡
大
、
改
定
周
期
短

縮
等
を
策
す
る
現
行
の
家
賃
改
定
ル

ー
ル
の
見
直
し
に
対
し
、
独
立
行
政

法
人
都
市
再
生
機
構
法
附
帯
決
議
、

住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
法
を
遵
守

し
、安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
家
賃

制
度
に
改
善
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
。

２　

都
市
機
構
が
、
低
所
得
高
齢
者

や
子
育
て
世
帯
等
へ
の
家
賃
減
額
措

置
の
充
実
に
努
め
、
高
齢
者
・
子
育

て
世
帯
の
居
住
の
安
定
を
図
る
よ
う

求
め
る
こ
と
。

３　

都
市
機
構
が
、
収
益
本
位
の
団

地
統
廃
合
で
は
な
く
、
ま
ず
空
き
家

を
早
期
に
解
消
す
る
な
ど
公
団
住
宅

を
公
共
住
宅
と
し
て
守
り
、
国
民
生

活
向
上
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成

に
大
い
に
役
立
て
る
よ
う
求
め
る
こ

と
。

　

内
閣
総
理
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣

《
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一
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小
平
市
開
発
事
業
に
お
け
る
手
続
及
び
基
準
等
に
関
す
る
条
例
第
１
条
の

目
的
で
あ
る
良
好
な
住
環
境
の
形
成
の
た
め
に
、
周
辺
の
住
環
境
に
十
分
配

慮
さ
れ
た
建
築
計
画
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
市
と
し
て
助
言
等
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

請
願
者　

小
平
市
美
園
町
２
―　

―
４　

長
島　

広
太　

外　

人

１６

３６７

労
働
者
保
護
ル
ー
ル
の

慎
重
な
見
直
し
を

求

め

る

意

見

書

10月29日～1月20日
本会議、委員会、諸会議など

議 会 日 誌議 会 日議 会 日 誌誌

美
園
町
２
丁
目
の
住
環
境
に
つ
い
て

あ
て

　

な
お
、
同
趣
旨
の
決
議
が
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

 　

み
ん
な
の
党
小
平
の
会
が　

月　
１２

１０

日
付
で
解
散
し
、
所
属
議
員
の
坂
井

や
す
の
り
議
員
と
吉
池
た
か
ゆ
き
議

員
が
政
和
会
に
加
入
し
ま
し
た
。

 　

平
成　

年　

月　

日
付
で
議
会
運

２６

１１

２５

営
委
員
会
委
員
に
変
更
が
あ
り
ま
し

た
。
委
員
会
の
新
し
い
構
成
は
次
の

と
お
り
で
す
。

議
会
運
営
委
員
会
（
８
人
）
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大
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山
岸
真
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会
派
の
異

会
派
の
異
動動

議
会
運
営
委
員

議
会
運
営
委
員
会会

委
員
の
変

委
員
の
変
更更

２９日　多摩六都科学館組合議会
 町田市議会議員視察来庁（小平

市コミュニティタクシーについて）
３０日　東京都道路整備事業推進大会
 愛媛県新居浜市議会議員視察来

庁（小平市空き家等の適正な管
理に関する条例について）

３１日　東京たま広域資源循環組合議会

４日　総務委員会（府中市視察）
５日　生活文教委員会
６日　厚生委員会（日野市視察）
７日　建設委員会（府中市視察）
 三多摩上下水及び道路建設促進

協議会第３委員会
１１日　湖南衛生組合議会
１２日　徳島県徳島市議会議員視察来庁

（小平市空き家等の適正な管理
に関する条例について）

１４日　幹事長会議
 市民と議会の意見交換会
１５日　市民と議会の意見交換会
１６日　市民と議会の意見交換会
１７日　東京都十一市競輪事業組合議会

行政視察（栃木県宇都宮市、茨
城県取手市　１８日まで）

１８日　小平・村山・大和衛生組合議会
１９日　議会運営委員会
２０日　東京都十一市競輪事業組合議会
 東京都四市競艇事業組合議会
２１日　昭和病院企業団議会
２５日　１２月定例会初日
２６日　１２月定例会２日目（一般質問）
２７日　１２月定例会３日目（一般質問）
２８日　１２月定例会４日目（一般質問）

２日　総務委員会
３日　生活文教委員会
４日　厚生委員会
５日　建設委員会（市内視察あり）
９日　議会改革推進特別委員会
１５日　幹事長会議
１６日　議会運営委員会
１９日　１２月定例会最終日
 議会報編集委員会

１３日　議会報編集委員会
１５日　まちづくり検討特別委員会
１６日　議会改革推進特別委員会

12　　月

1　　月

11　　月

10　　月

市民と議会の意見交換会を開催しました
　今回はテーマ別意見交換会として、市内4会場を常任委員会ごとに分担し、
市議会の仕組みやそれぞれのテーマについて報告した後、市民の皆さんとの
意見交換を行いました。
○いただいたご意見（一部）

11／14（金）「都市基盤整備について」（建設委員会班） 
東部市民センター　19時から　参加者32人

　公園や再開発事業に関することなど、今後のまちづくりに向けてのさまざ
まな意見等が出されました。
○使用頻度の低い公園は統合するべき。主に子どもが使用する公園について
は当事者に聞き取り調査を行ってはどうか。

11／15（土）「地域における高齢者の見守りについて」（厚生委員会班） 
小川公民館　10時から　参加者23人

　平時はもとより、災害時における見守りの不安などについての意見等が出
されました。
○災害時、防災無線が流れると知らされているが、耳が聞こえない人には情
報は入らない。

11／15（土）「元気な小平をつくる！（商・工・農業の活性化と観光プラ
ンについて）」（生活文教委員会班）大沼公民館　14時から　参加者26人

　小平の良さとともに、さらなる魅力向上に向けたアイデア等が出されまし
た。
○小平の良いところをみんな知らないと思う。一橋大学の桜とか海岸寺の雪
化粧とか新小平駅そばの麦畑など。たくさんある魅力を発信していってほ
しい。

11／16（日）「公共施設マネジメントについて」（総務委員会班） 
小川西町公民館　14時から　参加者26人

　公共施設に係る経費のことや再配置を検討していくときの視点など、今後
のマネジメントを進めていく上での課題等
が出されました。
○公共施設の再配置を考える場合、効率性
の観点からではなく防災という観点も必
要ではないか。行政は縦割りだが、議会
として縦割りでない横断的な視点からの
取り組みができるのではないか。

▲建設委員会班の様子
意見交換の内容やアンケート結果の詳細については、
市議会ホームページをご覧ください。


